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シベリア幹線と極東鉄道
ロシアでシベリア幹線と呼ばれるウラジオスト
クからモスクワまで全長約９，２５０�の鉄道は、極東
鉄道、ザバイカル鉄道、東シベリア鉄道、西シベ
リア鉄道などロシア連邦交通省の地域別鉄道公社

１２社が運営していた。２００３年１０月１日交通省から�
ロシア鉄道が分離・新設され、極東鉄道はその支
社になった。サハリン州には別の支社があり、ア

ムール州の一部はザバイカル鉄道支社に属してい

る。極東鉄道は軌道約６，５００�と３５０駅を保有し、沿
海地方、ハバロフスク地方、アムール州、ユダヤ

人自治州、サハ共和国で営業し、約１２万１千人を

雇用する極東最大の企業である。極東鉄道には、

ハバロフスク、ウラジオストク、コムソモリスク、

ツィンダの４管理局があり、シベリア幹線とバイ

カル・アムール（バム）鉄道、その支線で構成さ

れている。主要な輸送貨物は、石油製品、石炭、

木材、鉱物肥料、アルミナ、鉄鋼・非鉄金属、水

産製品で、韓国、日本からのコンテナーも多い。

また、原料・資材・製品・技術・労働力の大口消

費者でもある。極東鉄道は、太平洋岸のワニノ、

ナホトカ、ヴァストーチヌイ、ヴラジオストク、

ポシェットなどの重要港湾のほか、グロデコヴォ

～綏芬河、ハサン～図們江、マハリノ～暉春の国

境鉄道により、国際的な物流サービスを提供して

日本、韓国、中国、アメリカ、オーストラリア、

フィリピン等のアジア太平洋諸国とのビジネスに

貢献している。

ロシア極東の鉄道・自動車道路の集約度指標
極東連邦管区の１０地方・州と、隣接するチタ、

イルクーツク両州の２００１年末現在の鉄道と自動車

道路の集約度をみると［表－１］のとおりである。
面積千�当り鉄道線路は、サハリン州（約１１�）
が最も長く、沿海地方（約９�）、ユダヤ人自治州
（８．５�）、アムール州（約８�）とシベリア幹線地
帯が続くが、隣接するチタ、イルクーツク両州よ

りも集約度が高い。人口千人当り鉄道線路もほぼ

同じ傾向が見られる。自動車道路は、鉄道がなく

面積が広く人口も少ないチュコト自治管区、マガ

ダン州で人口の多い極東南部より距離が長い。極

東南部では鉄道と同様にシベリア幹線の沿線地帯

に自動車道路が集中され、面積も人口も小さいア

ムール州、ユダヤ人自治州には鉄道も自動車道路

ロシア極東鉄道―現状と展望

環日本海貿易交流センター・アドバイザー 白鳥 正明

［表－１］ ロシア極東の鉄道と自動車道路の集約度指標（２００１年末現在）

「ロシアの地域：ロシア連邦構成主体の基本的特長」、２００２年、ロシア連邦国家統計委員会、により作成。
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極東連邦管区 ６，２１５．９ ７，０３８．１ ８，２２５ ３３，６６９ １．３２ １．１７ ５．４２ ４．７８

チュコト自治管区 ７３７．７ ７３．８ － １，３３０ － － １．８０ １８．０２

コリャーク自治管区 ３０１．５ ２８．５ － ６５ － － ０．２２ ２．２８

マ ガ ダ ン 州 ４６１．４ ２２９．２ － ２，２３１ － － ４．８３ ９．７３

カムチャッカ州 ４７２．３ ３８０．２ － １，３３８ － － ２．８３ ３．５２

サ ハ リ ン 州 ８７．１ ５８４．７ ９５７ ８１２ １０．９９ １．６４ ９．３２ １．３９

沿 海 地 方 １６５．９ ２，１２４．７ １，５５３ ７，０７６ ９．３６ ０．７３ ４２．６５ ３．３３

ハバロフスク地方 ７８８．６ １，４８５．８ ２，３０７ ４，９５３ ２．９３ １．５５ ６．２８ ３．３３

ユダヤ人自治州 ３６．０ １９４．６ ３０９ １，６１５ ８．５８ １．５９ ４４．８６ ８．３０

ア ム ー ル 州 ３６３．７ ９８２．２ ２，９３４ ６，９７５ ８．０７ ２．９９ １９．１８ ７．１０

サ ハ 共 和 国 ３，１０３．２ ９８２．９ １６５ ７，３３９ ０．０５ ０．１７ ２．３６ ７．４７

チ タ 州 ４３１．４ １，２３７．２ ２，３９９ ９，７６９ ５．５６ １．９４ ２２．６４ ７．９０

イルクーツク州 ７６７．９ ２，７１２．９ ２，４７９ １２，２７２ ３．２３ ０．９１ １５．９８ ４．５２

－１０－－１０－
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も集中している。人口が多いハバロフスク地方は

面積が広いため鉄道も自動車道路も集中度が低く、

また面積が広いサハ共和国も鉄道、自動車道路の

集中度が低い。極東地域には北極圏、ツンドラ地

帯、亜寒帯林（タイガ）の他、山岳地帯が多いた

め、全体として人口が少なく鉄道と自動車道路も

相対的に未発達で過疎度が高い。これを克服する

には、人口増加と市場経済化への構造改革が必要

だろう。

極東鉄道の営業状況
極東鉄道の営業状況をみると、１９９８～２００２年の５

年間に貨物輸送量（�）は３９％、輸送総量（��）
は７９％と大幅に増加したが、賃金（４．４倍）も経費

（５．２倍）も激増してコストは上昇した。平均輸送

距離は５１２�、約２８％も長くなったが、これは輸出
原料の産出地が積出港湾から遠くなったか、又は、

輸入・通過貨物の到着地が遠くなったことを意味

する。［表－２］
極東鉄道は１９９５年から支払不能になり、資本回

転率低下により利益も減少し、非生産的な支出が

増加した。とくに租税負担が激増し、１９９７年には

納税額は税引前利益の３８．５％、４億８，０００万ルーブ

ル、年金・医療等の社会福利費負担は４３．４％、５

億４，３００万ルーブルに達していた。�ロシア鉄道・
極東鉄道支社の資産は１，４００億ルーブルで保有土地

は５８，０００�であるとポポフ支社長は述べたが、財
務内容は公表されず経営の透明性が高いとは言え

ない。

ロシア鉄道改革と極東鉄道
２００１年５月の鉄道改革計画により、改革第１期

（２００１～０３年）にロシア連邦民法典に準拠した「鉄

道輸送法」と「鉄道輸送約款法」が施行されて、

競争条件の整備、独占要素の削減、鉄道輸送と経

営の統一、鉄道輸送サービスの均等化、鉄道資産

所有形態の多様化などが定められ、２００３年１０月�
ロシア鉄道が設立された。２００３～０５年の改革第２

期には、�ロシア鉄道から各種部門を分離して子
会社が設立される。２００６～２０１０年の改革第３期には、

�ロシア鉄道の子会社株式売却により投資が導入
される。しかし、極東鉄道の現場には問題が多い。

◆極東鉄道の合理化：２００２年１月就任した交通
省ファデーエフ長官は２００３年１０月�ロシア鉄道社
長就任まで１年半余の間に、東方向け貨物運賃を

３回も引下げたため、黒海沿岸のノヴォロシース

ク港（クラスノダール地方）からアジア諸国に積

出していたウラルとシベリアの輸出荷主には、極

東のヴァストーチヌイ港やワニノ港積出しのほう

が安くなった。また、シベリア幹線が全線電化さ

れ、ナホトカ・ヴァストーチヌイ臨港駅も拡張さ

れ、ハバロフスクのアムール河鉄橋も再建された。

さらに、ファデーエフ長官は多数の鉄道管理者の

納税未納責任を追及して刑事告訴し、２００２年には

租税・課徴金の未納額７５億ルーブルが納付され、

極東の全地方・州と４年間の未払債務処理協定を

結んだ。

２００２年には経営指標の多くが好転し、貨物輸送

量は前年比９．４％増加（全ロシアでは２．７％増加）

し、輸送��は１０％も増加した。旅客輸送は全ロ
シアで３．１％減少したのに極東鉄道では２．５％増加

し、労働生産性は１０．８％も上昇し、賃金は前年比

５０％以上も増加した。

◆極東の港湾情勢と鉄道効率の低下：大規模な
港湾に近い鉄道線路で、荷降し前の貨物列車数十

本が滞留する事態が発生したため、輸送速度や貨

車回転率は目標に達しなかった。これは大型船舶

入港予定の遅れが主因ではあったが、一過性の事

［表－２］ 極東鉄道の主要営業指標の推移〈１９９８～２００２年〉

『ダリネヴァストーチヌイ・カピタル』誌、２００３年８月号、「極東鉄道」、３２頁により作成。

指 標 １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００１比％ １９９８比％

貨物輸送量 千ｔ ２８，３９３ ３４，４９９ ３６，８９６ ３６，２１８ ３９，６１０ １０９．３６ １３９．５１

輸 送 総 量 百万ｔ� ５１，７０２ ７２，９９２ ８４，７５４ ８３，９５６ ９２，４０２ １１０．０６ １７８．７２

平均輸送距離 � １，８２１ ２，１１６ ２，２９７ ２，３１８ ２，３３３ １００．６５ １２８．１２

旅客輸送量 百万人� ３，９５８ ３，４８７ ４，０８２ ３，８６９ ３，９６７ １０２．５５ １００．２３

労働生産性 千ｔ�人 １，０６７ １，４０７ １，５５１ １，６１０ １，７８４ １１０．８１ １６７．１８

基幹作業月平均賃金

千ルーブル １．９ ３．３ ４．８ ５．５ ８．４ １５２．７３ ４４２．１０

現 業 支 出 百万ルーブル ５，２３８ ９，２１２ １３，１２４ １８，６０２ ２７，３５３ １４７．０４ ５２２．２０

貨物取扱原価到着貨物

１０ｔ�ルーブル ０．９ １．２ １．５ ２．１ ２．８ １３３．３３ ３１１．１１

－１１－－１１－
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故と見過ごすことはできない。しかし、このよう

な港湾情勢だけが問題ではない。

◆貨物構造の変化と原料輸送の特殊性：過去１０
年間に貨物構造が変化して、原料輸送の比重が上

昇し、コンテナー輸送量は逆に６分の１に激減し

た。ロシアの原料荷主には極東鉄道以外の輸送手

段がないので、極東鉄道だけでは市場拡大には不

充分なのである。また独占企業体の原料輸送増加

による収益は、将来も確保できるとは限らない。

極東地域の貨物輸送量の増加率がGDP増加率より

もかなり低いからである。これは自治体と企業が

原料調達を減らして、加工製品とくに高度技術製

品の生産増加を促進しているためである。また、

ハバロフスク地方のガス化によるヤクート炭の需

要減、ブレア水力発電所の稼動、原料節約技術の

発展で、極東鉄道の主要貨物である石炭輸送量は

減少すると予想されている。

◆民間貨物輸送会社（オペラトール）：鉄道改
革で資本参入が期待されているのが、民間貨物輸

送会社（オペラトール）である。この貨物輸送会

社は、１９９６年に石油製品輸送タンク車の不足対策

として交通省が制度化し現在７４社があるが、その

多くは石油、石炭、鉱業、鉄鋼業、化学工業、製

材業等の大企業子会社として設立され、２００１年に

は約２０億ルーブルで１万輌以上の専用貨車を取得

し、現在、４６，６４３輌（うち７０％、３２，６５９輌はタンク

車）を所有し全ロシア貨物輸送量の１５％以上を取

扱っているが、極東にはオペラトールが少ない。

◆極東鉄道と地域行政庁との協力：２００３年５月、
極東鉄道は交通省及び沿海地方行政庁と３者協定

を締結し、極東鉄道は未納地方税及び地域道路基

金分担金未払い（２００３年４ヶ月分総額５億８，７８０万

ルーブル）を納付し、沿海地方は都市近郊旅客輸

送の赤字補填金（１，８８３万ルーブル）、退役軍人及び

傷痍軍人保護法による補償金を極東鉄道に交付す

る。都市近郊の旅客輸送は、極東鉄道に限らず他

の地域鉄道でも赤字経営である。アムール州では

ザバイカル鉄道に対して旅客運賃の約９０％分を補

填したといわれている。ロシアの旅客輸送は遠距

離も都市近郊も赤字で、２００３年１～８月だけでも

地域行政当局が損失の４４％を補填しているので、

今後の運賃設定で重大な問題になる。

◆サハリン鉄道橋・バム鉄道支線建設の停止：
２００１年１０月、越権行為で最高検に起訴された交通

省アクショネンコ前長官は翌年１月４日辞職し、

ファデーエフ新長官就任後、２００２年鉄道投資計画

が１、６００億ルーブルから９３０億ルーブルに縮小さ

れ、約１００～１４０億�のサハリン鉄道橋も炭田地域
へのバム鉄道支線も建設が停止された。サハリン

で必要なのは石油・天然ガスのパイプラインであ

り、人口も大量貨物も少ないので鉄道投資効率は

低い。バム鉄道は経営実態が公表されていないの

で経済発展への貢献は未知数であるが、ハバロフ

スク地方イシャエフ知事は「貨物がないためバム

鉄道沿線の町は荒廃している」と語っている。

◆極東鉄道と南北朝鮮鉄道の連結：シベリア幹
線の２００３年（１～８月）貨物輸送量は前年比約１０％

（大型コンテナー７０％増）急増して過去１０年の最

高を記録した。イラク戦争でスエズ運河経由欧州

ルートのリスクが高まったため、シベリア幹線コ

ンテナーは３倍に増加した。その影響で、北朝鮮

国境ハサン駅からシベリア幹線の合流点バラノフ

スキ駅（ウラジオストク郊外）まで約２４０�の更新
が促進されるという。南北朝鮮鉄道とロシア極東

鉄道連結による北東アジア～欧州ルートの将来は、

北朝鮮を巡る国際政治情勢、輸送貨物の確保、ロ

シア鉄道改革と経営合理化の他、中国～中央アジ

ア経由の大陸横断鉄道構想の動きも見逃せない。

また、２００３年６月アムール州ブレア水力発電所稼

動で電力供給が増加し北朝鮮向け送電線が建設さ

れ輸出が可能になれば、鉄道連結も促進される。

さらに、ロシア規格（広軌）への北朝鮮領域内の

９３０kmの全面改修工事には、ロシアの他、韓国、日

本も大きな関心を示しているといわれるが、何故

か工事費（約２０～３０億�）の資金調達問題は語ら
れていない。

結びに代えて
１９世紀末に軍事目的で建設され２０世紀に旧ソ連

が強化した、長い歴史のあるシベリア幹線と極東

鉄道の運営は、今、ロシアの大きな負担であり、

鉄道改革で私有化と市場化が進めば北東アジア～

欧州ルート拡大どころか、非効率路線は荒廃する

恐れさえある。この貴重な歴史的遺産をどう活用

するかは、ロシアだけでなく世界とくに北東アジ

アにとっても、２１世紀の重い課題である。その解

決には鉄道事業再編への国際的な実態調査と協力

が必要だろう。
（本稿はロシア連邦交通省公表資料、国家統計委員会資料、
『ダリネヴァストーチヌイ・カピタル』２００３年８月号、ロシア
の各種新聞記事に基づき作成した。２００３年１０月記）
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